
セット品運用概要 ふくろう販売管理システム

■　処理概要

商品を複数種類セットにして売上、返却する場合、セット品運用で対応できる場合があります。 売上単価、原価採用。　伝票の明細にも印字。　

売上対象。在庫管理対象外。

セットした商品を「完成品」と呼びます。

完成品は在庫管理対象にはできません。売上対象となります。

出荷対象。

セットを構成する商品を「構成品」と呼びます。　 在庫管理対象品の指定可。

構成品は在庫管理有無関係なく指定できます。　売上対象とはなりません。 伝票には印字されない。

売上対象外。

■　セット品登録

・セット品登録画面で、完成品と構成する構成品を登録します。（１：Ｎ）

・完成品、構成品ともに商品登録で登録されている商品が指定できます。

　ただし、諸経費の商品は指定できません。

・構成品の数量には完成品数１に対しての各構成品数を指定します。

・構成品に別の完成品の指定はできません。

■　伝票入力画面仕様詳細

新規明細行の商品コードに完成品が指定された場合に、以下が処理されます。

・完成品明細の次行から、セット品登録されている構成品が自動で展開されます。

・構成品の数量は、完成品明細の数量×構成数　で計算してセットし、訂正不可となります。　

・完成品行の仕入先は空白表示で指定不可となります（同時発注、仕入の不可）。

・構成品行の原単価、原価、単価、金額は￥０で初期表示し、入力不可となります。

・構成品を別の商品に変更することもできません。

完成品は売上計上対象で、伝票類の印字に使用されます。構成品は在庫管理で使用されます。

　（発注、仕入入力でも完成品の指定は可ですが、構成品の自動展開はされません）

完成品：組み立てパネル大 １枚

構成品：パネルＡ ２枚

構成品：キャスター小 ４個

構成品：消耗品 １０個

構成品の自動展開
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■　セット品運用概要

明細の制御

◆商品コードの変更　（売上入力での受注リレー時は不可） ◆行削除

・完成品行、構成品行ともに商品コードの変更は可となります。 ・完成品の行を削除チェックＯｎすると構成品の明細行も

・完成品の商品コードを変更した場合、連続する構成品行も同時に削除されます。 　すべて削除チェックＯｎとなり、同時に削除されます。

・構成品の商品コードを変更する場合、セット品の指定は不可となります。 ・全構成品削除して完成品行のみとすることもできます。

◆構成品の行追加　　（売上入力での受注リレー時は不可） ◆行移動

・完成品または構成品の行の直下には、構成品行を追加できます。 ・完成品を行移動した場合、連続する構成品もセットでまとめて行移動されます。

・１行下が構成品である箇所に行挿入した場合、その行は自動的に構成品行となります。 ・構成品は連続する構成品の行範囲内でのみ上下移動が可となります。

◆数量

・完成品の行の数量を変更した場合、構成品の数量も完成品の数量×構成数で再表示する。

・完成品の種別が販売の場合、構成品の種別の明細も自動で「販売」に切換え、構成品のみのレンタルは不可となります。

・セット品の数量は整数固定となります。

・セット品行は返品時以外は数量マイナスの入力は不可となります。

◆返品対応　（売上入力のみ）

・完成品が返品処理も可とします。その場合、構成品の数量も自動でマイナス表示となります。

■　伝票、帳票発行、在庫確認

・見積書や納品書、請求明細には構成伝区は出力されません。

・見積明細表と受注明細表、売上明細表では、構成品の出力を選択できます。

・その他受注、売上集計帳票は構成伝区は出力されません。

・貸出照会、返却一覧表、日別在庫照会、予定在庫一覧では、

　セット品が出力対象となったとき、構成品も紐づいて出力されます。

・日別在庫照会、予定在庫一覧、商品予定表で出力される

　完成品の予定在庫数は、構成品の予定在庫数と構成数から

　完成品がセットできる最大数が自動計算され出力されます。

■　完成品の返却処理

・返却処理は完成品で返却とし、返却すると構成品は自動返却されます。

　（構成品のみの返却はできません）

以上が、セット品運用の概要となります。

Copyright(c) ASTEM Co. , Ltd. All rights reserved. G03-03-02


